






研究目的

　生下時体重は胎児発育の重要な指標として用いられており,これを基準とし

た層別化による retrospedtive study は広く行なわれてきた。ことに,Weight-

for-gestational age の概念はその核心をなすものと思われる。一方,諸々の

胎児情報が有用になりつつある現状では,胎児体重の意義をさらに深く理解す

ることも可能になっていくものと考えられる。

　われわれは,多変量解析の手法を導入し,胎児発育の検討を行うことを目的と

して研究を開始したが,今回は pilot stydy として因子分析法により生下時体

重の意義を調べた。


